






































































































の年間症例149例は、年齢 72.0±10.8 歳、在院日数28.8±33.6 日、原
疾患は消化管54、肝胆膵27、婦人科19、肺14、その他35例、経口摂
取は入院時122例、529kcalで、最終摂取日は退院日までが60 例で最
多、摂取量28kcal、入退院時とも粥状中心であった。退院時食事提供
率と摂取量は33.3%、14kcalと28.6%、8kcalで疾患別に大きな差はみ
られなかった。
【まとめ】2010年の場合、少量摂取だが多症例に退院近くまで食事提
供されており、摂取不良となり易い消化管疾患でも提供されていた。
また、現在入院中の患者は基礎エネルギー消費量を上回る経口摂取を
している。そのことから、経口摂取は生命維持のみの目的ではなく、
嗜好や食習慣等の多要素に関係し、食の満足度を向上させていると思
われる。今後も患者の栄養療法への希望、QOL 等を含めた栄養評価
を行い、終末期栄養ケアを多面的視座から捉えていきたい。
当病棟におけるかんわケアリンクナースの活動
前橋赤十字病院　消化器病センター9号病棟1）、
同　かんわ支援チーム2）
○田村
たむら
敦子
あつこ
1）、高木　悠美1）、佐藤　靖子1）、久保　智春1）、
近藤　理香1）、岩田かをる1,2）、久保ひかり2）、
春山　幸子2）、田中　俊行2）
【はじめに】当院は急性期病院であるため、終末期がん患者への
緩和ケアが十分行き届かないことがあると実感し、ジレンマや葛
藤を抱えるスタッフもいる。今回当院で行っているフィッシュ活
動を通して、スタッフがより快適に働けるようにリンクナースと
して行った活動を報告する。
【方法】フィッシュ哲学に基づき病棟内で情報が共有できるよう
に、家族背景、告知内容、チーム介入に対するを思い等を記入す
る情報シートや、ミニアルバム（緩和ケア、オピオイドの作用・
副作用などの内容を含む）を作成した。
【結果】情報シートの作成：情報シートを活用することで、「カン
ファレンスに参加しやすくなった」「まず身体症状に重点をおき
がちだが、患者さんが一番苦痛に感じていることに目を向けられ
るようになった」等、今まで以上に多職種で共有できる情報量が
増え必要なケアを見出しやすくなった。ミニアルバム：緩和の知
識を楽しく病棟看護師に知ってもらえるようになった。また「見
やすい」「いつでも見られるから便利」等の声が聞かれ、基本的
な知識を広めるきっかけを作ることができた。今後は、より知り
たい内容を盛り込めるように病棟看護師にアンケート調査を行う
予定である。
【まとめ】今後も、フィッシュを取り入れた活動を行い、スタッ
フのケアを行うことで患者にもよりよいケアを行えるように活動
していきたい。
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